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研究成果の概要（和文）：本計画では、夜勤による勤務パフォーマンスの変化とその変化がどのように本人に知
覚されているかに着目し、研究を行なった。具体的には、模擬的夜勤実験や夜勤者を対象とした調査を行い、夜
勤によるパフォーマンス変化と参加者の自己評価を多時点で取得し検証を行なった。
結果、セルフモニタリングの中でも事後評価よりも事前予測の方が夜勤の影響を受けにくいこと、夜勤後のセル
フモニタリングは日勤後や準夜勤後よりも悪化すること、セルフモニタリング成績はクロノタイプ等の個人差と
も関連することなどが示された。当該の成果は4件の学会発表および国際論文が1本で公表済みであり、さらに1
本の英語論文が現在査読中である。

研究成果の概要（英文）：The current project focused on the change in work performance during the 
night shift and how the workers self-monitored it. Specifically, we conducted a simulated night 
shift experiment and a survey of night shift workers to examine performance changes due to night 
shift, and participants' self-monitorings were obtained at multiple time points.
As a result, we confirmed that predictions are more vulnerable to night work than post-evaluation, 
self-monitoring after the night shift is worse than day or semi-night shifts, and self-monitoring 
performance during the night is related to personal traits such as chronotypes. The results have 
been published as four conference presentations and one international paper. Furthermore, one 
English paper is currently under review.

研究分野：産業衛生学

キーワード： 夜間勤務　勤務パフォーマンス　パフォーマンス認知　パフォーマンス予測　セルフモニタリング　労
働衛生

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の便利な24時間社会を支えているのは夜間労働者である。夜間労働者、特に交替勤務者は、昼間労働者と比
較し労働パフォーマンスや安全上の問題を抱えるリスクが高いことが知られている。パフォーマンス低下に対し
ては適切な休憩を取ることが有効であると考えられるが、適度な休憩取得には本人の自覚が重要な要素となる。
本研究によって、夜勤によるセルフモニタリング能力の変化だけでなく、クロノタイプなどの個人差と夜間のセ
ルフモニタリング成績が関連することも示された。よって、本研究の成果はより安全な勤務シフトの検討や、個
人ごとに夜勤中に必要な対策などを立案するにあたって、有用な情報を提供できると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の労働者の約１～２割は、夜勤または交代制勤務に従事しているといわれている。また、夜勤者は
パフォーマンス低下や健康リスクにさらされていることが知られている。したがって、夜間勤務がパ
フォーマンスの変化やパフォーマンス変化を自覚する能力に与える影響はは、社会的にも解明が強く
求められている分野である。 
これまでの多くの研究から、夜勤時には認知や作業パフォーマンス（以下パフォーマンス）が低下する
ことが示されている 1)。労働者のパフォーマンス低下やミスの増加は、労働効率を低下させるだけで
なく人命に直結した重大な事態を引き起こす可能性がある。したがって、労働者が自身の現時点での
能力を正確に知覚することは、適切な対応をとること（e.g. 仮眠をとる）を奨励するためにも、とても
大切である。 
先行研究から、夜勤中には客観的能力が低下することは多くの研究で示されている。一方で、客観的能
力と主観的能力の乖離が夜勤の経過に従ってどのように推移するか、は不明であり、研究が求められ
ている状況にある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、模擬夜勤時に実験参加者が自覚するパフォーマンスの推移が、客観的に評価したパフォ
ーマンスの推移とどう乖離するかを明らかにすることを目的とする。当事者の主観的能力と実際のパ
フォーマンスの間に乖離があると、労働者の自覚を促すことは難しく、ミスなどが起こりやすい状態
となってしまう。本研究は基礎的な知見として、夜勤中のパフォーマンス低下は主観的にはどのよう
に知覚されるのか、実験的に明らかにする。 
さらに、主観的・客観的能力の乖離を明らかにするにあたっては、パフォーマンス計測前の予測的な主
観的能力と、事後に自覚した主観的能力の二つに着目する。夜勤が進むにつれて予測的な自覚のみが
乖離していくのか、実際の計測後の主観的能力についての認知も乖離していくのか実験的に検証する。 
 
３．研究の方法 
1）模擬夜勤あるいは睡眠剥奪実験中に、複数回のパフォーマンス計測を行なって、客観的なパフォー
マンスを計測した。さらに、各計測の前後には主観的にパフォーマンスに関する評価を行ってもらい、
事前および事後の主観的評価のデータを取得した。また、実験参加者にはクロノタイプ等の個人特性
に関する質問票にも回答してもらい、個人特性を取得し解析を行った。 
 
2）夜勤労働者を対象に実地での客観指標および主観指標の計測を行い、勤務シフト（日勤・準夜勤・
夜勤）ごとのセルフモニタリング能力を計測する。また、各出勤毎に前日の睡眠や当日の勤務時間を取
得することで、睡眠や労働時間≒起床からの経過時間についても考慮した解析も行った。 
 
４．研究成果 

1）夜間作業（睡眠剥奪）中のセルフモニタリング成績について 
 夜間作業中のセルフモニタリング（事前・事後）を計測したところ、Psychomotor Vigilance Task(PVT)
のラプス（見逃し）回数に関するセルフモニタリング値について、夜間作業の終盤においてセルフモニ
タリングが悪化する結果が得られた（上図左）。成績が悪化した時のセルフモニタリングはどちらも自
分の能力を過大評価する傾向にあった。また、事前予測値は、事後予測値と比べてより早い時間帯から
実測値から乖離し始めていた。さらに、このセルフモニタリングの悪化傾向についてクロノタイプ別
の傾向を検証したところ、朝型の実験参加者において特に夜間作業の影響が強いという結果だった（上
図右）。これは、個人がもつ特性によって、影響を受けやすい勤務条件が異なることを示唆している。 



 

 
2）交替夜勤者のセルフモニタリング成績について 
 日勤、準夜勤、夜勤の 3交替制シフトで働く病棟看護師を
対象に、各シフトの終了後（退勤前）に PVT 課題と PVT 課題
成績の事前予測を行ってもらったところ、特に夜勤終了後
の計測でセルフモニタリング成績が悪いという結果だっ
た。これは、実測値は 3つの勤務条件で差がないのにもかか
わらず、自己認知が悲観的であることによってセルフモニ
タリング成績の悪化がもたらされていた。今回の調査対象
である看護師では常にミスのない業務遂行が求められてい
るため、より悲観的な予測を行った可能性がある。 
また、上記の傾向は出勤前の睡眠時間や計測前の勤務時間
を考慮しても残ったため、生体リズムからの逸脱が特にセ
ルフモニタリングに影響を与える可能性がしめされた。 
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